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建築業界ではコンピュータ利活用しようとする動きが活発になりつつある．例えば実務に対しては

最新のＩＣＴ技術が導入され，建築士試験に対してはＣＡＤ導入が検討されている．しかし一方で，

これからの建築業界を担っていく学生は本当にコンピュータを柔軟に受け入れ，かつ使いこなせてい

るのだろうか．本研究の目的は建築都市工学を学ぶ学生のコンピュータに対する課題を明らかにする

ことである．本報では，そのための，学生のコンピュータ起動に関するモニタリングデータと学生を

対象としたコンピュータ利用に関するアンケートおよびヒアリング調査結果の両者を分析する必要性

と，公平かつ信頼性の高いデータを得る連携体制を示した．

１．研究背景と目的

近年，建築業界では深刻な人材不足にある．そ

の解決策のひとつとして，最新のＩＣＴ技術を導

入することにより，コストや人員を削減し，かつ

作業効率を上げる方法が注目されている． 

2018年６月５日，日本建築士連合会・日本建築

士事務所協会連合会・日本建築家協会の設計三会

が自民党建築設計議員連盟に提出した「建築士資

格制度の改善に関する共同提案」(1）では，一級建

築士学科試験の受験者数が2007年から2016年まで

の９年間に約４割減少し，かつ一級建築士の６割

以上を50歳代以上が占めており，より若い世代の

建築士が増えるような環境整備が必要であること，

建築士の製図試験が設計実務に即したものとなる

よう従来の鉛筆書きによる試験でなくＣＡＤによ

る試験導入の検討が必要であるといった内容が明

記されている． 

以上のことから，建築業界ではコンピュータを

利活用しようとする動きが活発になりつつあると

いえよう． 

しかし一方で,未来の建築業界を担っていこう

と大学で建築都市工学を学ぶ学生は,実際にＩＣ

ＴやＣＡＤを柔軟に受け入れ，かつ使いこなせて

いるのだろうか，という疑問が生じる． 

その理由は，例えば2016年から2018年までの３

年間に香川ら(2）による入学直後の本学学生を対象

としたＩＣＴ利活用状況に関するアンケート調査

によると，「モバイル端末をできれば使いたくな

い，苦手だ」という学生も存在すること，また文

書作成ソフト，表計算ソフト，発表資料作成ソフ

トを使ったことがある学生と全く使ったことがな

い学生，またＣＡＤソフトを使ったことがある学

生とそうでない学生とが混在し，それらに関連す

る学生の専門知識やスキル，学ぼうとする気持ち

が多様化していることが明らかになっているから

である(2）。また本学の総合情報基盤センターでパ

ソコン操作方法に対する利用者相談窓口業務を担

うために配置されている学生アシスタントに対し

聞き込み調査したところ，十分なコンピュータ利

活用環境が整備されているわりに学生からの質問

や利用率が多いとはいい難いと感じていることが

判明したからである．

とはいえＩＣＴ活用によって世界的規模で生じ

ている急激かつ大幅な社会経済構造の変化への適

確な対応策は緊要な課題であり,コンピュータ利

活用の必要性を否定し無視する猶予はない． 

そこで本研究では，建築都市工学を学ぶ学生の

コンピュータに対する課題を明らかにすることを

目的とする．そのために，学生のコンピュータ起

動状況に関するモニタリングデータと学生を対象

としたコンピュータ利用に関するアンケート調査

およびヒアリング調査を実施して，両者の分析を

行う．本報では研究方法と結果の一部を報告する． 

２．研究方法

本研究では，学生のコンピュータに対する課題

を明らかにするために，学生のコンピュータ起動

状況に関するモニタリングデータと，学生対象の
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図１ 本研究の連携体制
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アンケート調査ならびにヒアリ

ング調査の結果の両者を分析す

る．公平かつ信頼性の高いデー

タを得るために，コンピュータ

起動状況についてのモニタリン

グデータは本学総合情報基盤セ

ンター（ＣＮＣ）勤務の専門家

から提供を受け，学生を対象に

実施するコンピュータ利用に関

するアンケート調査およびヒア

リング調査に関しては，富士通

株式会社フィールド・イノベー

ション本部行政・文教ＦＩ統括

部勤務の専門家（以下Ｆｌｅｒ

と称す）から計画実施の支援を

受ける．図１はその体制である． 

２-１．コンピュータ利用に関す

るモニタリングデータ 

本学の総合情報基盤センター

の運用システムには，個々の学

生の学内コンピュータログイン

回数やその時刻，アプリケーシ

ョンソフトウェアの起動回数や

その時間といったデータが記録，

集積されている．分析対象は

2016年度から2018年度までの過

去３年間のデータである． 

２-２．コンピュータ利用に関す

るアンケートおよびヒアリ

ング調査方法 

アンケートおよびヒアリング

調査は，学内サーバに開設して

いるＷＥＢサイトの増設アンケートページ(2）やＦ

ｌｅｒ支援によるヒアリング用ツールなど，最新

のＩＣＴ技術を利活用する．図２はその質問内容

の一部である．匿名で多肢選択法を採用，回答時

間5～10分程度を想定して回答に対する負担軽減

をはかる．ただし選択肢にない貴重な回答も得ら

れるよう自由記述欄も設ける． 

３．コンピュータ起動に関するデータ分析 
図３は表計算と文書作成とプレゼンテーション

の３つのアプリケーションソフトウェアの，１人

当たりの年間平均起動回数である．利用回数が最

も多い学科は年間で約120回，最も少ない学科は年

間で約14回であり，その差はおよそ10倍である．

年間で約14回とは月１～2回程度の利用回数でし

かなく，本当にコンピュータを利用しなかったの

か，あるいは自前コンピュータを利用していたの

か多様な理由が考えられよう．その真意を探るた

めには，センターのモニタリングデータの分析だ

けでは不十分であり,アンケート調査やヒアリン

グ調査の結果も合わせ分析する必要がある． 
４．まとめ 

本研究の目的は建築都市工学を学ぶ学生のコン

ピュータに対する課題を明らかにすることである．

本報では，そのためには，コンピュータ起動に関

するモニタリングデータだけでなくアンケート調

査およびヒアリング調査の結果もあわせ分析する

必要性と,公平かつ信頼性の高いデータを得るた

めの連携体制を示した． 
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図２ コンピュータ利用についての質問の一部 
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図３ 建築都市工学部の学科別学生一人当たりの平均起動回数 

日本情報科教育学会　第12回全国大会（2019年7月20日・ 21日）

- 14 -


	研究発表
	ABC
	ABC_1~58
	1-B-3






